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　本研究は，日本の中学生を対象として思春期的変化の時期と早熟や晩熟が中学生の心理的特徴，

行動的特徴にどのような影響を与えるのかを検討することが目的である．本研究では，思春期的変

化の指標として，男子は精通現象，女子は初潮をとりあげた．思春期的タイミングが他の中学生よ

りも早い中学生を早熟群，遅い中学生を晩熟群，多くの中学生が思春期的変化を経験する時期に変

化が起こった中学生を中間群とし，群ごとに外見についての意識や行動，抑うつや自己評価，問題

行動の程度が異なるかを検討した．その結果，思春期的変化は，男女とも外見への意識に変化を与

え，男子の早熟は外的な問題行動と，抑うつなどの内的な問題行動の両方に影響を与え，女子の早

熟は内的な問題行動に影響を与えている可能性が示唆された．

　The purpose of this study was to examine the pubertal timing and the impact of early or late maturation 

for junior high school students in Japan. Timings of puberty were assessed the first ejaculation for male 

and the menarche for female. This study examined whether the degree of consciousness and actions 

about the appearance, depressive symptoms, self-evaluations, and externalizing problem behaviors 

were different, by timings of puberty. The results suggested that the puberty changed consciousness to 

appearance for male and female, the early maturation impacted depressive symptoms and externalizing 

problem behaviors for male, the early maturation for female impacted depressive symptoms.
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【目的】

　思春期になると，さまざまな身体的変化が現れる．

こうした思春期的変化が青年に与える影響には，どの

ような心理的特徴，行動的特徴があるのだろうか．早

熟の中学生と晩熟の中学生でどのような違いがみられ

るのだろうか．

　従来多くの研究で，思春期的変化が起こるタイミン

グと，心理社会的な発達との関連について検討がなさ

れてきた．思春期的変化が起こる時期が，他の青年よ

りも早い青年を早熟群，遅い青年を晩熟群として，抑

うつ傾向，自尊感情，ボディイメージ，仲間との関係，

学校の成績，問題行動などの心理社会的特徴がどのよ

うに異なるのかが検討されてきた．

　こうした研究でみられる思春期的変化のタイミン

グによる心理的影響は，男女で異なることが指摘さ

れてきた．Jones,M.C. や Mussen,P.H. らによる研究で
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は (Jones & Mussen, 19581); Mussen & Jones, 19572) な

ど )，男子の場合は晩熟の青年，女子の場合は早熟の

青年が，ネガティブな自己像を持ちやすく，また適応

上の問題が生じやすいなど，男女で思春期的変化のタ

イミングによる影響が異なることが，指摘されている．

　他の研究においても，男子の場合，心理的特徴と

しては，早熟の男子は晩熟の男子よりも肯定的な自

己像をもち，自尊感情が高いということ，仲間から

人気があるのは早熟者であることが指摘されている

(Richards & Larson, 19933) など )．しかし早熟の男子

は，自分自身に自信があるがゆえに，行動面におい

ては，飲酒，喫煙，学校のずる休みなどの問題行動

を起こす危険性が高く，早くから性的行動を行う傾

向がみられることが示唆されてきた（Duncan, Ritter, 

Dornbusch, Gross, & Calsmith, 19854); Andersson & 

Magnusson, 19905); Wichstrom, 20016) など）．

　一方女子は，早熟者は，自尊感情が低い，抑うつ

や不安の程度が高い，社交性が低い，ネガティブな

ボディイメージを持つということが指摘されてい

る（Simmons & Blyth, 19877); Ge ら , 20038); Jones, & 

Mussen, 19581) など）．また早熟の女子は，男子と同

様に問題行動を起こす危険性が高いことも示されてお

り，女子にとって早熟は適応のリスクがあることが指

摘されている（Dick, Rose, Pulkkinen, Kaprio, 20009); 

Wichstrom, 20016) など）．

　しかしこれらの研究の大部分は欧米での研究から得

られた知見であり，日本ではこうした早熟者と晩熟者

の心理的，行動的特徴の相違を検討した実証的研究は

あまりみられない．

　そこで本研究では，日本の中学生を対象として，早

熟の中学生と晩熟の中学生にどのような心理的特徴，

行動的特徴がみられるのかを比較検討し，その特徴は

男女でどのように異なるのかを検討することを目的と

する．まず中学２年生５月の時点で，思春期的変化が

すでに起こっているのか，起こっているのであれば，

変化はいつであったのかを検討する．思春期的変化の

指標としては，従来の研究では，初潮・精通現象の有

無やその時期，乳房の発達（女子），声がわり（男子），

恥毛の発現の程度などさまざまな要因がとりあげられ

ているが，本研究では男子は精通現象，女子は初潮を

とりあげる．この思春期的変化の時期が他の中学生よ

りも早い中学生を早熟群，遅い中学生を晩熟群，多く

の中学生が思春期的変化を経験する時期に変化が起

こった中学生を中間群と分類する．そして中学２年の

１学期（５月）での男女それぞれの早熟者と晩熟者の

心理的，行動的特徴の傾向を比較検討する．まず , 外

見についての意識や行動をとりあげ，中学生が外見に

ついてどのような意識をもち行動をしているのか，早

熟者と晩熟者で，外見を気にする程度や外見について

の様々な行動に違いがみられるのかどうかについて検

討する．次に心理的特徴として，抑うつ傾向と自己評

価をとりあげ，早熟者と晩熟者の違いを検討する．自

己評価については，自分自身全体をどれだけ肯定的に

評価しているのかどうかについての全体的自己価値

と，身体的外見・スポーツ能力・知的能力の３側面の

具体的側面の自己評価について検討する．また青年の

行動上の特徴として，規則違反やさまざまな問題行動

ついてもとりあげ，早熟者と晩熟者の相違を明らかに

する．

【方法】

１．調査内容　

①�思春期的変化の時期：男子については，初めての射

精がいつであったのかを「小学１年生」～「中学２

年生」，「まだ」，「覚えていない，わからない」でた

ずねた．女子については，初潮がいつであったのか

を「小学１年生」～「中学２年生」，「まだ」，「覚え

ていない，わからない」でたずねた．

②�身長：中学２年生５月の時点での身長をたずねた

(cm)．

③�体重：中学２年生５月の時点での体重をたずねた

(kg）．

④ �BMI：体重 (kg) ／ ( 身長 (m) ×身長 (m)) で算出

した．

⑤外見についての意識や行動

a.  外見を気にする程度：太っていること，身長が低い

ことなど，自分の外見をどれだけ気にしているかを

６段階評定（非常に気にしている～非常に気にして

いない）でたずねた（６項目）．

b.  容姿に関する意識や行動：「ダイエットをしたこと

がある」，「ダイエットに興味がある」「一日になん

ども鏡を見る」など容姿に関する行動を実際にして

いるか，容姿に関する行動に興味があるかを６段階

評定（非常にあてはまる～非常にあてはまらない）

でたずねた（９項目）．

⑥抑うつ傾向

a.  抑うつ気分：「悲しいと感じる」，「ゆううつだと感

じる」などの抑うつ気分がこの３ヶ月間にどれだけ
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あったかを６段階評定（いつもある～めったにない）

でたずねた（22項目）．

b.  身体的変調および生活リズムの変調：「頭痛がある」，

「吐き気がある」，「眠れない」，「食べ物があまり食

べられない」などの抑うつ状態を示す身体的変調が

この３ヶ月間にどれだけあったかを６段階評定（い

つもある～めったにない）でたずねた（14項目）．

⑦自己評価

a.  全体的自己価値：「今の自分が好きである」，「時々

自分がだめな人間だと思う」など自分自身全体をど

のように評価しているのかを６段階評定（非常にあ

てはまる～非常にあてはまらない）でたずねた（５

項目）．

b.  具体的側面の自己評価：身体的外見，スポーツ能力，

知的能力について，どのように評価しているのかを

６段階評定（非常にあてはまる～非常にあてはまら

ない）でたずねた（13項目）．

⑧�規則違反：「制服の形を崩して着ている」などの規

則違反がこの３ヶ月間にどのくらいあったかを６段

階評定（いつもある～めったにない）でたずねた（７

項目）．

⑨�問題行動：盗み（５項目），攻撃行動（７項目），破

壊行動（１項目），喫煙・飲酒・薬物（３項目），性

的行動（５項目）といった問題行動をこの３ヶ月間

にどのくらい行ったかを４段階評定（何度もあった，

数回あった，一度だけあった，一度もなかった）で

たずねた．

２．調査実施時期と調査協力者

　調査は中学２年生の１学期（2003年５月下旬）に，

愛知県内の９校の中学生と福島県内の４校の中学生に

実施した．調査の依頼は学校を通して行い，自宅に持

ち帰って回答するよう依頼した．回答後，質問紙を封

筒に入れ密封して，クラス担任に提出させた．なお，

調査に際し，調査は強制ではないこと，記入したくな

ければ記入しなくてもよいこと，個人の回答内容が第

三者に知られることや研究目的以外で使われることは

ないことを保護者あての文書で説明し，調査用紙に明

記した．

　調査用紙の配布数は，2477名（愛知県1440名，福島

県1037名）であった．そのうち，回答し返送があった

のは，1225名（愛知県771名，福島県454名）であった．

回収率は愛知県が53.54％，福島県が43.78％であった．

　今回の分析は，「思春期的変化の時期がいつであっ

たか」に回答のあった1003名（愛知県男子309名，愛

知県女子353名，福島県男子140名，福島県女子201名）

についておこなった．

【結果】

１．思春期的変化の時期

　男子については，初めての射精がいつであったのか

をたずねたが，半数以上 (53.7％) が「覚えていない・

わからない」という回答であり，「まだ」という回答

が23.8％であった．中学１年生という回答が最も多く

(11.4％)，ついで小学６年生 (5.6％) という回答であっ

た（Table1）．

　女子については，初潮がいつであったのかをたずね

たが，小学６年生という回答が28.3％で最も多く，つ

いで中学１年生が18.8％，小学５年生が16.6％であっ

た．「まだ」という回答は11.0％であった．男子では

回答の多かった「覚えていない・わからない」は，女

子では19.5％のみであった（Table1）．

　また愛知県と福島県の地域差について検討したとこ

ろ，男子は中学２年５月までに初めての射精がみら

れたのは，愛知県が45.1％，福島県が56.1％であった

（Table2）．女子は，中学２年５月までに初潮がみら

れたのは，愛知県が82.6％，福島県が92.7％であった

（Table3）．男女とも福島県の中学生の方が愛知県の中

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ わからない 合計

人数 3 0 0 2 7 25 51 13 107 241 449

（％） (0.7) (0.0) (0.0) (0.4) (1.6) (5.6) (11.4) (2.9) (23.8) (53.7) (100.0)

人数 1 0 1 21 92 157 104 9 61 108 554

（％） (0.2) (0.0) (0.2) (3.8) (16.6) (28.3) (18.8) (1.6) (11.0) (19.5) (100.0)

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ 合計

人数 2 0 0 2 4 15 32 9 78 142

（％） (1.4) (0.0) (0.0) (1.4) (2.8) (10.6) (22.5) (6.3) (54.9) (100.0)

(累積％) (1.4) (0.0) (0.0) (2.8) (5.6) (16.2) (38.7) (45.1) (100.0)

人数 1 0 0 0 3 10 19 4 29 66

（％） (1.5) (0.0) (0.0) (0.0) (4.5) (15.2) (28.8) (6.1) (43.9) (100.0)

(累積％) (1.5) (0.0) (0.0) (0.0) (6.1) (21.2) (50.0) (56.1) (100.0)

人数 3 0 0 2 7 25 51 13 107 208

（％） (1.4) (0.0) (0.0) (1.0) (3.4) (12.0) (24.5) (6.3) (51.4) (100.0)

(累積％) (1.4) (0.0) (0.0) (2.4) (5.8) (17.8) (42.3) (48.6) (100.0)

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ 合計

人数 1 0 1 16 48 89 71 6 49 281

（％） (0.4) (0.0) (0.4) (5.7) (17.1) (31.7) (25.3) (2.1) (17.4) (100.0)

(累積％) (0.4) (0.0) (0.7) (6.4) (23.5) (55.2) (80.4) (82.6) (100.0)

人数 0 0 0 5 44 68 33 3 12 165

（％） (0.0) (0.0) (0.0) (3.0) (26.7) (41.2) (20.0) (1.8) (7.3) (100.0)

(累積％) (0.0) (0.0) (0.0) (3.0) (29.7) (70.9) (90.9) (92.7) (100.0)

人数 1 0 1 21 92 157 104 9 61 446

（％） (0.2) (0.0) (0.2) (4.7) (20.6) (35.2) (23.3) (2.0) (13.7) (100.0)

(累積％) (0.2) (0.0) (0.4) (5.2) (25.8) (61.0) (84.3) (86.3) (100.0)

Table1　思春期的変化の時期

愛知

福島

合計

愛知

福島

合計

Table2　地域別の思春期的変化の時期（男子）

Table3　地域別の思春期的変化の時期（女子）

男子

女子
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学生よりも思春期的変化の時期が早いようである．こ

の傾向は，47都道府県別に女子の初潮の時期を調査し

た日野林ら (2004)10) の結果と一致している．

２．早熟群と晩熟群の分類

　男女それぞれ，早熟群と晩熟群に分類した．まず男

子については，「覚えていない・わからない」と回答

のあったものを除くと，「まだ」という回答が半数以

上であったため，「まだ」の回答を晩熟群とし，小学

１年生～小学６年生までを早熟群，中学１年生と中

学２年生を中間群とした（Table4）．女子については，

中学１年生・中学２年生と「まだ」という回答を晩熟

群とし，小学１年生～小学５年生までを早熟群とし，

小学６年生を中間群とした（Table5）．

　男女それぞれ，早熟群・中間群・晩熟群ごとの身長，

体重，BMI の平均値および標準偏差を算出し，一要

因の分散分析を行った（Table6,7）．その結果，男女と

も，早熟群と晩熟群の間に有意差がみられた．なお，

愛知県と福島県それぞれについて分析を行ったが，結

果に大きな違いがみられなかったため，両県込みで分

析を行った結果を示した．

３．早熟者・晩熟者の特徴　

　早熟者と晩熟者の心理的な特徴，行動的な特徴を明

らかにするために，外見に関して「外見を気にする程

度」，「容姿に関する行動」，心理的特徴に関して「抑

うつ傾向」「全体的自己価値」「具体的側面の自己評価」，

行動上の特徴として「規則違反」「問題行動」について，

早熟群，中間群，晩熟群ごとに平均値，標準偏差を算

出し，一要因の分散分析を行った．

（１）外見についての意識や行動

　分散分析の結果，有意差がみられた項目の平均値，

標準偏差および分散分析の結果を Table8・9に示した．
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（％） (0.2) (0.0) (0.2) (4.7) (20.6) (35.2) (23.3) (2.0) (13.7) (100.0)

(累積％) (0.2) (0.0) (0.4) (5.2) (25.8) (61.0) (84.3) (86.3) (100.0)

Table1　思春期的変化の時期

愛知

福島

合計

愛知

福島

合計

Table2　地域別の思春期的変化の時期（男子）

Table3　地域別の思春期的変化の時期（女子）

男子

女子

 

Table2　地域別の思春期的変化の時期（男子）

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ わからない 合計

人数 3 0 0 2 7 25 51 13 107 241 449

（％） (0.7) (0.0) (0.0) (0.4) (1.6) (5.6) (11.4) (2.9) (23.8) (53.7) (100.0)

人数 1 0 1 21 92 157 104 9 61 108 554

（％） (0.2) (0.0) (0.2) (3.8) (16.6) (28.3) (18.8) (1.6) (11.0) (19.5) (100.0)

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ 合計

人数 2 0 0 2 4 15 32 9 78 142

（％） (1.4) (0.0) (0.0) (1.4) (2.8) (10.6) (22.5) (6.3) (54.9) (100.0)

(累積％) (1.4) (0.0) (0.0) (2.8) (5.6) (16.2) (38.7) (45.1) (100.0)

人数 1 0 0 0 3 10 19 4 29 66

（％） (1.5) (0.0) (0.0) (0.0) (4.5) (15.2) (28.8) (6.1) (43.9) (100.0)

(累積％) (1.5) (0.0) (0.0) (0.0) (6.1) (21.2) (50.0) (56.1) (100.0)

人数 3 0 0 2 7 25 51 13 107 208

（％） (1.4) (0.0) (0.0) (1.0) (3.4) (12.0) (24.5) (6.3) (51.4) (100.0)

(累積％) (1.4) (0.0) (0.0) (2.4) (5.8) (17.8) (42.3) (48.6) (100.0)

小１ 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 まだ 合計

人数 1 0 1 16 48 89 71 6 49 281

（％） (0.4) (0.0) (0.4) (5.7) (17.1) (31.7) (25.3) (2.1) (17.4) (100.0)

(累積％) (0.4) (0.0) (0.7) (6.4) (23.5) (55.2) (80.4) (82.6) (100.0)

人数 0 0 0 5 44 68 33 3 12 165

（％） (0.0) (0.0) (0.0) (3.0) (26.7) (41.2) (20.0) (1.8) (7.3) (100.0)

(累積％) (0.0) (0.0) (0.0) (3.0) (29.7) (70.9) (90.9) (92.7) (100.0)

人数 1 0 1 21 92 157 104 9 61 446

（％） (0.2) (0.0) (0.2) (4.7) (20.6) (35.2) (23.3) (2.0) (13.7) (100.0)

(累積％) (0.2) (0.0) (0.4) (5.2) (25.8) (61.0) (84.3) (86.3) (100.0)

Table1　思春期的変化の時期

愛知

福島

合計

愛知

福島

合計

Table2　地域別の思春期的変化の時期（男子）

Table3　地域別の思春期的変化の時期（女子）

男子

女子

 

Table3　地域別の思春期的変化の時期（女子）



思春期のタイミングと早熟・晩熟の影響

－5－

　男子については，晩熟群は「背が低いこと」を気に

しており，中間群は「太っていること」を気にしてい

る．容姿に関する意識や行動では，「髪型が決まらな

いと学校に行きたくない」「一日なんども鏡を見る」「ふ

だんの服装には気をつかっている」の３項目で晩熟群

よりも中間群や早熟群の得点が高く，早熟群が外見を

より意識しているようである．

　女子では，「背が高いこと」「太っていること」「ス

タイルがよくないこと」を気にする程度については晩

熟群よりも中間群，早熟群の得点が高かった．また容

姿に関する意識や行動では，「ダイエットをしたこと

がある」「ダイエットに興味がある」「ダイエットして

も長続きしない」など，ダイエットに関する項目では，

晩熟群よりも中間群，中間群よりも早熟群の得点が高

かった．しかし，「髪型が決まらないと学校に行きた

くない」「ふだんの服装には気をつかっている」など

容姿を意識することについては，中間群が最も得点が

低く，ダイエットに関する項目の結果に違いがみられ

た．

（２）抑うつ傾向と自己評価

　分散分析の結果，有意差がみられた項目の平均値，

標準偏差および分散分析の結果を Table10・11に示し

た．

　男子は，抑うつ傾向については，「ゆううつだと感

じる」「みんながよそよそしいと思う」「過去について

くよくよ考える」で，晩熟群よりも早熟群や中間群の

得点が高かった．晩熟の青年の方が抑うつ気分を感じ

ていないようである．また全体的自己価値，具体的側

面の自己評価についても早熟群と晩熟群の間にほとん

ど差がみられず，従来指摘されていたような晩熟の青

年は低い自己像を持ちやすく，適応上の問題が生じや

すいという結果はみられなかった．

　一方女子は，抑うつ傾向について，有意差がみられ

 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％)

早熟群 66 (14.8) 49 (11.0) 115 (25.8)

中間群 89 (20.0) 68 (15.2) 157 (35.2)

晩熟群 126 (28.3) 48 (10.8) 174 (39.0)

合計 281 (63.0) 165 (37.0) 446 (100.0)

Table5　早熟群，中間群，晩熟群の人数（女子）

愛知県 福島県 合計

Table5　早熟群，中間群，晩熟群の人数（女子）

 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％)

早熟群 23 (11.1) 14 (6.7) 37 (17.8)

中間群 41 (19.7) 23 (11.1) 64 (30.8)

晩熟群 78 (37.5) 29 (13.9) 107 (51.4)

合計 142 (68.3) 66 (31.7) 208 (100.0)

 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％)

早熟 66 (14.8) 49 (11.0) 115 (25.8)

中間 89 (20.0) 68 (15.2) 157 (35.2)

晩熟 126 (28.3) 48 (10.8) 174 (39.0)

合計 281 (63.0) 165 (37.0) 446 (100.0)

Table4　早熟群，中間群，晩熟群の人数（男子）

Table5　早熟群，中間群，晩熟群の人数（女子）

愛知県 福島県 合計

愛知県 福島県 合計

 

Table4　早熟群，中間群，晩熟群の人数（男子）

平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD)

身長(cm) 163.21 (7.51) 160.84 (5.80) 156.68 (9.47) 晩熟＜中間＝早熟***

体重(kg) 54.17 (9.63) 50.43 (8.81) 44.78 (9.69) 晩熟＜中間＝早熟***

BMI 20.27 (2.96) 19.31 (2.98) 18.12 (2.76) 晩熟＜早熟***

 ***：  <.001

平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD)

身長(cm) 155.56 (4.95) 155.18 (5.56) 153.93 (5.39) 晩熟＜早熟*

体重(kg) 50.15 (6.91) 47.06 (7.71) 42.66 (5.82) 晩熟＜中間＜早熟***

BMI 20.80 (2.90) 19.56 (3.01) 17.96 (2.16) 晩熟＜中間＜早熟***

*：  <.05, ***

Table6　身長，体重，BMIの平均値，標準偏差および分散分析の結果（男子）

Table7　身長，体重，BMIの平均値，標準偏差および分散分析の結果（女子）

早熟群 晩熟群

早熟群 晩熟群

中間群

中間群

p

：  <.001pp

Table6　身長，体重，BMI の平均値，標準偏差および分散分析の結果（男子）

平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD)

身長(cm) 163.21 (7.51) 160.84 (5.80) 156.68 (9.47) 晩熟＜中間＝早熟***

体重(kg) 54.17 (9.63) 50.43 (8.81) 44.78 (9.69) 晩熟＜中間＝早熟***

BMI 20.27 (2.96) 19.31 (2.98) 18.12 (2.76) 晩熟＜早熟***

 ***：  <.001

平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD)

身長(cm) 155.56 (4.95) 155.18 (5.56) 153.93 (5.39) 晩熟＜早熟*

体重(kg) 50.15 (6.91) 47.06 (7.71) 42.66 (5.82) 晩熟＜中間＜早熟***

BMI 20.80 (2.90) 19.56 (3.01) 17.96 (2.16) 晩熟＜中間＜早熟***

*：  <.05, ***

Table6　身長，体重，BMIの平均値，標準偏差および分散分析の結果（男子）

Table7　身長，体重，BMIの平均値，標準偏差および分散分析の結果（女子）

早熟群 晩熟群

早熟群 晩熟群

中間群

中間群

p

：  <.001pp

Table7　身長，体重，BMI の平均値，標準偏差および分散分析の結果（女子）



－6－

たのは，「いろいろなことに不満がある」「何をするの

も面倒だ」「ふだんはなんでもないことがわずらわし

い」「怒りっぽくなった」といった項目であった．い

ずれも晩熟群よりも中間群や早熟群の得点が高かっ

た．また「なかなか寝付けない」「夜眠れない」といっ

た生活リズムの変調の項目で，晩熟群よりも中間群，

早熟群の得点が高かった．中間群や早熟群にくらべて，

晩熟群は抑うつ傾向が低いようである．また全体的自

己価値，具体的側面の自己評価については，男子同様

に早熟群と晩熟群の間にほとんど差がみられなかっ

た．

　

（３）規則違反と問題行動

　分散分析の結果，有意差がみられた項目の平均値，

標準偏差および分散分析の結果を Table12・13に示し

た．

　男子では，「制服の形を崩して着ている」「学校に禁

じられているものを持っていく」という規則違反に関

する項目では，晩熟群，中間群に比べて，早熟群の得

点が高かった．「自転車やバイクを盗んだこと」「スー

パーやコンビニなどで万引きしたこと」など盗みに関

する問題行動，「タバコを吸ったこと」や「酒を飲ん

だこと」など，喫煙・飲酒に関する問題行動についても，

晩熟群・中間群に比べて，早熟群の中学生はより多く

報告していた．早熟群の問題行動が多いようである．

　一方女子では， 規則違反については，「学校に禁じ

られているものを持っていく」の１項目で，晩熟群に

比べて，中間群，早熟群の得点が高かった．問題行動

についても有意差がみられたのは，「家の中のお金を

無断で持ち出したこと」１項目のみであった．女子は

思春期的変化の時期で問題行動にあまり差はみられな

いようである．

　

p

p pp

pp

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)

背が低いこと 2.36 (1.71) 3.15 (1.93) 3.27 (1.95) 早熟＜晩熟*

太っていること 2.39 (1.87) 2.75 (1.80) 1.78 (1.32) 晩熟＜中間**

髪型が決まらないと学校に
行きたくない。

1.76 (1.16) 1.98 (1.41) 1.30 (0.79) 晩熟＜中間***

一日になんども鏡を見る。 2.22 (1.36) 1.84 (1.37) 1.43 (0.80) 晩熟＜早熟**

ふだんの服装には気をつかっている。 3.32 (1.70) 3.50 (1.73) 2.44 (1.51) 晩熟＜中間＝早熟***

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001

背が高いこと 1.62 (1.01) 1.84 (1.31) 1.50 (1.07) 晩熟＜中間***

太っていること 4.09 (1.61) 3.86 (1.66) 3.10 (1.70) 晩熟＜中間＝早熟**

スタイルがよくないこと 4.03 (1.66) 3.94 (1.49) 3.49 (1.70) 晩熟＜中間＝早熟**

ダイエットをしたことがある。 3.01 (1.81) 2.19 (1.60) 1.78 (1.37) 晩熟＝中間＜早熟***

ダイエットに興味がある。 3.70 (1.85) 3.12 (1.77) 2.59 (1.79) 晩熟＜中間＜早熟***

ダイエットをしても長続きしない。 3.76 (1.88) 3.21 (1.94) 2.47 (1.89) 晩熟＜中間＜早熟***

体型を改善するために，運動や
筋力トレーニングをしている。

3.18 (1.78) 2.56 (1.54) 2.67 (1.71) 中間＝晩熟＜早熟**

髪型が決まらないと学校に
行きたくない。

2.77 (1.86) 2.25 (1.54) 2.79 (1.74) 中間＜早熟＜晩熟**

ふだんの服装には気をつかっている。 4.40 (1.32) 3.88 (1.56) 4.08 (1.58) 中間＜早熟*

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001

分散分析の結果

容姿に関する
意識や行動

外見を気にす
る程度

容姿に関する
意識や行動

Table9　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（女子）

外見を気にす
る程度

Table8　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（男子）

 項目
早熟群 中間群 晩熟群

Table8　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（男子）

p

p pp

pp

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)

背が低いこと 2.36 (1.71) 3.15 (1.93) 3.27 (1.95) 早熟＜晩熟*

太っていること 2.39 (1.87) 2.75 (1.80) 1.78 (1.32) 晩熟＜中間**

髪型が決まらないと学校に
行きたくない。

1.76 (1.16) 1.98 (1.41) 1.30 (0.79) 晩熟＜中間***

一日になんども鏡を見る。 2.22 (1.36) 1.84 (1.37) 1.43 (0.80) 晩熟＜早熟**

ふだんの服装には気をつかっている。 3.32 (1.70) 3.50 (1.73) 2.44 (1.51) 晩熟＜中間＝早熟***

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001

背が高いこと 1.62 (1.01) 1.84 (1.31) 1.50 (1.07) 晩熟＜中間***

太っていること 4.09 (1.61) 3.86 (1.66) 3.10 (1.70) 晩熟＜中間＝早熟**

スタイルがよくないこと 4.03 (1.66) 3.94 (1.49) 3.49 (1.70) 晩熟＜中間＝早熟**

ダイエットをしたことがある。 3.01 (1.81) 2.19 (1.60) 1.78 (1.37) 晩熟＝中間＜早熟***

ダイエットに興味がある。 3.70 (1.85) 3.12 (1.77) 2.59 (1.79) 晩熟＜中間＜早熟***

ダイエットをしても長続きしない。 3.76 (1.88) 3.21 (1.94) 2.47 (1.89) 晩熟＜中間＜早熟***

体型を改善するために，運動や
筋力トレーニングをしている。

3.18 (1.78) 2.56 (1.54) 2.67 (1.71) 中間＝晩熟＜早熟**

髪型が決まらないと学校に
行きたくない。

2.77 (1.86) 2.25 (1.54) 2.79 (1.74) 中間＜早熟＜晩熟**

ふだんの服装には気をつかっている。 4.40 (1.32) 3.88 (1.56) 4.08 (1.58) 中間＜早熟*

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001

分散分析の結果

容姿に関する
意識や行動

外見を気にす
る程度

容姿に関する
意識や行動

Table9　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（女子）

外見を気にす
る程度

Table8　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（男子）

 項目
早熟群 中間群 晩熟群

Table9　外見に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（女子）



思春期のタイミングと早熟・晩熟の影響

－7－

p p p

p

ゆううつだと感じる。 1.59 (0.93) 1.47 (0.95) 1.23 (0.60) 晩熟＜早熟*

みんながよそよそしいと思う。 1.30 (0.66) 1.47 (0.85) 1.20 (0.57) 晩熟＜中間*

過去についてくよくよ考える。 1.84 (0.99) 2.05 (1.07) 1.66 (0.90) 晩熟＜中間*

なし

スポーツの大会では選手に
選ばれる方である。

3.49 (1.46) 2.92 (1.50) 3.00 (1.59) 晩熟＝中間＜早熟*

*：  <.05

いろいろなことに不満がある。 2.46 (1.12) 2.53 (1.10) 2.21 (1.11) 晩熟＜早熟*

何をするのも面倒だ。 2.27 (1.13) 2.43 (1.06) 2.13 (1.11) 晩熟＜中間*

ふだんはなんでもないことが
わずらわしい。

1.72 (0.94) 1.69 (0.87) 1.46 (0.81) 晩熟＜中間＝早熟*

怒りっぽくなった。 2.18 (1.05) 1.97 (1.02) 1.85 (1.05) 晩熟＜早熟*

なかなか寝つけない。 1.86 (1.08) 1.81 (1.09) 1.53 (0.80) 晩熟＜中間＝早熟**

夜眠れない。 1.70 (1.01) 1.62 (1.02) 1.38 (0.74) 晩熟＜早熟**

なし

わからないことが多くて，宿題を
なかなか終わらせられない。

2.90 (1.40) 3.33 (1.40) 3.11 (1.41) 早熟＜中間*

自分の体重は今のままで十分だと
思っている。

2.83 (1.63) 3.04 (1.57) 3.61 (1.60) 早熟＝中間＜晩熟***

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001

Table10　抑うつ傾向と自己評価に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（男子）

抑うつ
傾向

抑うつ気分

スポーツ能力の
自己評価

知的能力の
自己評価

外見の
自己評価

全体的自己価値

全体的自己価値

Table11　抑うつ傾向と自己評価に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（女子）

抑うつ
傾向

抑うつ気分

生活リズム
の変調

Table10　抑うつ傾向と自己評価に関して早熟群・中間群・晩熟群で有意差のみられた項目（男子）

p p p

p

ゆううつだと感じる。 1.59 (0.93) 1.47 (0.95) 1.23 (0.60) 晩熟＜早熟*

みんながよそよそしいと思う。 1.30 (0.66) 1.47 (0.85) 1.20 (0.57) 晩熟＜中間*

過去についてくよくよ考える。 1.84 (0.99) 2.05 (1.07) 1.66 (0.90) 晩熟＜中間*

なし

スポーツの大会では選手に
選ばれる方である。

3.49 (1.46) 2.92 (1.50) 3.00 (1.59) 晩熟＝中間＜早熟*

*：  <.05

いろいろなことに不満がある。 2.46 (1.12) 2.53 (1.10) 2.21 (1.11) 晩熟＜早熟*

何をするのも面倒だ。 2.27 (1.13) 2.43 (1.06) 2.13 (1.11) 晩熟＜中間*

ふだんはなんでもないことが
わずらわしい。

1.72 (0.94) 1.69 (0.87) 1.46 (0.81) 晩熟＜中間＝早熟*

怒りっぽくなった。 2.18 (1.05) 1.97 (1.02) 1.85 (1.05) 晩熟＜早熟*

なかなか寝つけない。 1.86 (1.08) 1.81 (1.09) 1.53 (0.80) 晩熟＜中間＝早熟**

夜眠れない。 1.70 (1.01) 1.62 (1.02) 1.38 (0.74) 晩熟＜早熟**

なし

わからないことが多くて，宿題を
なかなか終わらせられない。

2.90 (1.40) 3.33 (1.40) 3.11 (1.41) 早熟＜中間*

自分の体重は今のままで十分だと
思っている。

2.83 (1.63) 3.04 (1.57) 3.61 (1.60) 早熟＝中間＜晩熟***

*：  <.05, **：  <.01, ***：  <.001
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抑うつ
傾向
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スポーツ能力の
自己評価

知的能力の
自己評価

外見の
自己評価

全体的自己価値

全体的自己価値
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pp

pp

制服の形を崩して着ている。 2.00 (1.22) 1.55 (0.96) 1.46 (0.91) 晩熟＝中間＜早熟*

学校に禁じられているもの
を持っていく。

1.84 (1.26) 1.31 (0.76) 1.22 (0.68) 晩熟＝中間＜早熟**

自転車やバイクを盗んだこと。 1.22 (0.71) 1.03 (0.25) 1.03 (0.22) 晩熟＝中間＜早熟*

スーパーやコンビニなどで
万引きしたこと。

1.35 (0.82) 1.06 (0.35) 1.04 (0.28) 晩熟＝中間＜早熟**

タバコを吸ったこと。 1.54 (1.02) 1.13 (0.52) 1.12 (0.49) 晩熟＝中間＜早熟**

酒を飲んだこと。 1.65 (1.09) 1.31 (0.79) 1.22 (0.66) 晩熟＜早熟*

シンナーや薬物などを吸引したこと。 1.03 (0.17) 1.14 (0.59) 1.00 (0.00) 晩熟＜中間*

*：  <.05, **：  <.01

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)

規則違反
学校に禁じられているものを
持っていく。

2.04 (1.14) 1.96 (1.11) 1.66 (0.99) 晩熟＜中間＝早熟**

問題行動
家の中のお金を無断で持ち出した
こと。

1.18 (0.55) 1.20 (0.66) 1.06 (0.34) 晩熟＜中間*

*：  <.05, **：  <.01

規則違反

問題行動
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自転車やバイクを盗んだこと。 1.22 (0.71) 1.03 (0.25) 1.03 (0.22) 晩熟＝中間＜早熟*

スーパーやコンビニなどで
万引きしたこと。

1.35 (0.82) 1.06 (0.35) 1.04 (0.28) 晩熟＝中間＜早熟**
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シンナーや薬物などを吸引したこと。 1.03 (0.17) 1.14 (0.59) 1.00 (0.00) 晩熟＜中間*
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【考察】

　本研究の目的は，早熟の中学生と晩熟の中学生にど

のような心理的特徴，行動的特徴がみられるのかを比

較検討することであった．

　外見への意識や行動については，男子は早熟者の方

が「一日になんども鏡を見る」など日常的に容姿を気

にする行動をより多くしていた．思春期変化に伴って，

外見を意識するようになり，容姿を気にする行動が増

加することが示唆される．一方，女子は早熟者の方が

ダイエットをし，自分の容姿を変えようとする傾向が

うかがわれた．また「髪型が決まらないと学校に行き

たくない」「ふだんの服装には気をつかっている」な

ど容姿を意識することについては，中間群が最も得点

が低かった．これは，中間群は多くの青年が思春期的

変化を経験している時期に，思春期的変化を経験した

群で‘多くの青年と同じ’であり，他の青年と比較し

て外見に意識が向かうことが少なかったためではない

だろうか．逆に早熟群や晩熟群は，他の青年がまだ経

験していないときに思春期的変化をむかえる，あるい

は多くの青年が思春期的変化を経験した後で経験する

ため，‘他の青年と異なる’点に意識が向かい，外見

を気にする程度が高くなる可能性が考えられる．

　従来は，抑うつ傾向，自尊感情やボディイメージに

ついて早熟者と晩熟者で違いがみられ，晩熟の男子と

早熟の女子は心理的適応についてリスクがあると考え

られてきた．しかし本調査では，男子については，抑

うつ傾向については晩熟群の方が低く，また全体的自

己価値については晩熟の男子と早熟の男子に差がみら

れず，晩熟の男子に心理的適応にリスクがあるという

見解は支持されなかった．一方，女子については，中

間群や早熟群は，寝付けない，食欲がないなど生活リ

ズムの変調や抑うつ気分をより多く報告していた．従

来の研究で指摘されていたように，早熟者は抑うつ状

態を示し，心理的適応にリスクがみられる可能性が示

された．

　また従来の研究では男女とも早熟の青年がより飲

酒，喫煙や学校での問題行動，性的問題行動に従事し

やすいことが指摘されてきた．本調査の結果で男子の

早熟者は，従来の研究で指摘されてきたように，学校

での規則違反や盗み，飲酒，喫煙の問題行動をより行

ないやすい傾向がみられた．しかし女子の早熟者は，

盗み，性的行動，飲酒，喫煙などの問題行動について

は，こうした傾向はみられなかった．

　本研究の結果から，思春期的変化は，男女とも外見

への意識に変化を与え，男子の早熟は外的な問題行動

と，抑うつなどの内的な問題行動の両方に影響を与え，

女子の早熟は内的な問題行動に影響を与えている可能

性が示唆された．

【文献】

1)  Jones, M., & Mussen, P.  Self-conceptions, motivations, 

and interpersonal attitudes of late- and early-maturing 

girls. Child Development, 29, 491-501 (1958).  

2)  Mussen, P., & Jones, M.  Self-conceptions, motivations, 

and interpersonal attitudes of late- and early-maturing 

boys. Child Development, 28, 243-256 (1957).  

3)  Richards, M., & Larson, R. Pubertal development 

and the daily subjective states of young adolescents. 

Journal of Research on Adolescence, 3, 145-169 (1993).

4)  Duncan, P., Ritter, P., Dornbusch, S., Gross, R., & 

Carlsmith, J. The effects of pubertal timing on body 

image, school behavior, and deviance, Journal of Youth 
and Adolescence, 14, 227-236 (1985).

5)  Andersson, T., & Magnusson. Biological maturation 

in adolescence and the development of drinking habits 

and alcohol abuse among young males: A prospective 

longitudinal study. Journal of Youth and Adolescence, 

19, 33-42 (1990). 

6)  Wichstrom, L. The impact of pubertal timing on 

adolescents’alchohol use. Journal of Research on 
Adolescence, 11, 131-150 (2001).

7)  Simmons, R. & Blyth,D.  Moving into adolescence. 

New York: Aldine de Gruyter (1987).  

8)  Ge, X., Kim, i., Brody, G., Conger, R., Simmons, R., 

Gibbons, F. It’s about timing and change: pubertal 

transition effects on symptoms of major depression 

among African American youths. Developmental 
Psychology, 39, 430-439 (2003).

9)  Dich, D., Rose, R., Pulkkinen, L., & Kaprio, J. Measuring  

puberty and understanding its impact: A longitudinal 

study of adolescent twins. Journal of Youth and 
Adolescence, 30, 385-400 (2001).  

10)  日野林俊彦・南徹弘・赤井誠生・山田一憲・糸魚

川直祐　発達加速現象の研究・その18－2002年に

おける発達勾配現象の分析－　日本心理学会第68

回大会発表論文集，1132 (2004).



思春期のタイミングと早熟・晩熟の影響

－9－

【付記】

　本調査は，科研費・基盤研究（B）(1)14310055（研究

代表者：氏家達夫，研究分担者：二宮克美，五十嵐敦，

井上裕光）の補助をうけ実施された．本論文は，平成

14年度～平成17年度科学研究費補助金基盤研究 B(課

題番号14310055) 研究成果報告書「中学生の非行・反

社会的問題行動に対する危険要因と防御要因について

の縦断的検討」にて報告し，日本青年心理学会第12回

大会において発表した内容を再分析したものである．

　本調査の実施にあたり，調査にご回答いただいた中

学生の皆さん並びに調査にご協力いただきました各中

学校の先生方に心より感謝いたします．

　また本調査の共同研究者であり，常日頃ご指導いた

だいている名古屋大学の氏家達夫先生，愛知学院大学

の二宮克美先生，福島大学の五十嵐敦先生，千葉県立

保健医療大学の井上裕光先生に厚く御礼申し上げま

す．




